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本校は、昭和２２年に村山村立村山中学校として

開校し、令和８年度に開校８０年目を迎える、歴史

と伝統のある学校です。本年度は、２００名の新入

生を迎え、全校生徒５５１名で新たな学校生活をス

タートいたしました。 

地域や保護者の皆さまから「自慢の一中」と感じ

ていただける学校であること、そして生徒一人一人

が「一中生としての誇り」をもって学校生活を送ることを大切にし、教育活動を推進してまいりま

す。今年度も皆様の御理解と御協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

本校では、 

 

 

 

 

の育成を教育目標に掲げています。今年度は、これまで以上に、地域と連携を深め、地域から学び、

地域に貢献できる生徒の育成を目指しています。その実現に向けて、「自己を生かし、他者を生かす」

生徒の育成を学校経営方針の柱とし、生きる力を身に付けさせる学校づくりを進めてまいります。 

また、生徒が主体的に活動し、活躍できる場を積極的に広げるとともに、ボランティア活動など

を通して社会性や公共性を育んでいきたいと考えています。今年度も、多くの生徒がこれらの活動

に参加してくれることを期待しています。 

 

本年度の学校経営では、次の点を重点目標として取り組んでまいります。 

１ 基礎的・基本的な学力の定着や体力の向上を目指し、授業の充実・改善を図り、心身ともに健や

かな生徒が育つ学校づくり 

２ 地域との連携を図り、地域から学び、地域に貢献できる生徒が育つ学校づくり 

３ 道徳的心情や道徳的実践力を身に付けることを目指し、心豊かな生徒が育つ学校づくり 

これらの目標に実現に向け、教職員一同、力を合わせて教育活動に取り組んでまいります。今後

とも、本校の教育活動に温かい御支援と御協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

        

本年度の研究等の取組 

 

 

１ 進んで学び正しく判断できる生徒（知） 

２ 心豊かな思いやりのある生徒（徳） 

３ 健やかでたくましい生徒（体） 

☆ 武蔵村山市  令和７・８年度 ゼロカーボンチャレンジ校 
         令和８・９年度 特色ある学校づくり推進校 
 
☆ 一中校区研究 小中一貫教育を見通した授業力向上 
          ―系統性と接続を意識した教育活動の充実― 
 
☆ 校内研究   主体的に学び、自ら考え行動する生徒の育成 

―ゼロカーボンシティの実現に向けて、家庭や地域でできること－ 
  
   

         


